
まくら株式会社

「まくら白書 2024年版」公開。「枕」に関する意識
調査‧利用の実態調査などを行い、56項目の統計情
報を掲載した「まくら白書 2024年版」2月26日
（月）発売。

「枕難民をゼロにする」というミッションのもと、枕をはじめとする寝具‧睡眠グッズの
企画開発、及びインターネット販売を行っている、まくら株式会社（千葉県柏市、代表：

河元智行）は、枕に関する意識調査‧利用実態調査を行い、調査結果として56項目の統計
を掲載した「まくら白書 2024年版」を2024年2月26日（月）に発売します。



まくら白書では、インターネットリサーチによる調査のほか、独自の枕診断による14万件
以上のアンケート調査、及びTHE PILLOWでのオンライン測定で得られた調査の回答をも
とに、枕の利用実態調査など調査結果を掲載しています。

まくら白書

寝具の中でも「枕」に特化し、枕の利用実態を把握することで、枕市場の健全な発展に寄

与することを目的として、まくら株式会社は、自社提供の枕診断システムでのアンケート

統計、および、インターネットリサーチをもとに、「枕」の意識調査‧利用実態調査‧ア

ンケート調査を行い、その調査結果を「まくら白書 2024年版」としてまとめました。
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調査概要

■枕診断サービスの回答結果データ①

調査エリア：全国

調査主体：まくら株式会社

調査期間：2021年4月12日～2023年12月末
調査対象：男女（計137,042名）
調査方法：枕と眠りのおやすみショップ！本店（ https://shop.pillow.co.jp/ ）など
で行う、オンライン枕診断を利用した、枕に関心のあるユーザーの回答結果を集

計。

■枕診断サービスの回答結果データ②

調査エリア：全国

調査主体：まくら株式会社

調査期間：2023年7月12日～
調査対象：男女（計11,689名）　※2024年2月時点
調査方法：パーソナライズ枕「THE PILLOW」（ https://pillow.jp/ ）でのオンライ
ン診断を利用した、枕に関心のあるユーザーの回答結果を集計。

■インターネットリサーチによる調査データ

調査エリア：全国

調査主体：まくら株式会社

https://shop.pillow.co.jp/
https://pillow.jp/


調査期間：2023年12月13日～12月15日
調査対象：10代～60代の男女（計1,013名）
調査方法：インターネットリサーチサービスを使用し、一般ユーザーに対してアン

ケートを実施。それらで収集した調査データを活用。

まくら白書 2024年版

「まくら白書 2024年版」の価格は、33,000円(税込)です。
販売は、枕と眠りのおやすみショップ！本店他、まくら株式会社の直営オンラインショッ
プにて、2月26日（月）より行っております。

まくら白書 2024年版

まくら白書 2024年版 の詳細ページへ移動します。

調査データの公開

「まくら白書 2024年版」より一部の調査データを抜粋し、このプレスリリースにて紹介
します。

1．【01-1】現在、枕を使っていますか？

‧枕を使っている人は、9割以上。枕は大多数の人に使われている。

https://www.pillow.co.jp/whitepaper/


‧枕を使っていない人は、6％程度。男性よりも女性の方が、使っていない人の割合
が多い。

‧枕を使っていない人は、若い年代ほど多い傾向にある。年代別では10代が多い。

　現在、枕を使っているかどうかの調査では、全体の93.7％が「使っている」と回答。
「使っていない」（6.3％）を大きく上回る結果となり、大多数の人が、就寝時に枕を使っ

ていることが分かった。

　「使っていない」と回答した約6％に関しては、男性よりも女性の方が、割合が多かっ
た（男性：4.5％、女性：7.1％）。また年代別で比較すると、若い年代ほど、枕を使って
いない傾向にあり、10代（9.3％）がもっとも多い結果となった。体型別で比較すると、標
準体型とやせ体型の方が、がっちり体型‧ぽっちゃり体型よりも、枕を使っていない割合

が多かった。

　この結果から、枕は睡眠時に必要不可欠なアイテムとして普及していることが分かる。
しかしながら一定数、枕を使っていない人は存在し、若年層ほどその傾向が強いことが分

かる。若年層ほど睡眠の悩みが少なく、枕の必要性についても関心が低いと考えられる。

なお、枕の役割は仰向けに横たわったときに、敷寝具と首から後頭部の隙間を埋め、頭を



適切に支えること。女性や、標準‧やせ体型に枕を使っていない人の割合が多くみられる

のは、体型的に敷寝具との隙間が少なく、枕の必要性を強く感じていない人が多くいるか

らと考えられる。最近では、枕を使っていない人向けの枕も増えており、ニッチではある

が、今後新しい市場になりそうだ。

２．【03-1】枕の高さの好みは？

‧全体の約3割弱は、枕の高さの好みが分からない。
‧枕の高さの好みは「低め」「やや低め」より「高め」「やや高め」が僅かながら

多い。

‧年代が高いほど、枕の高さの好みは「低め」が多く「高め」が少なくなる傾向に

ある。

‧女性は男性に比べて、枕の高さの好みは「低め」「やや低め」が多い。

‧枕の高さの好みは、細身の体型ほど「低め」「やや低め」の傾向があり、太めの

体型ほど「高め」「やや高め」の傾向がある。



　枕の高さの好みを調査したところ、もっとも多かったのは「分からない」という回答

で、27.7％にも及び、「普通」の高さを好む割合（27.1％）を僅かだが上回る結果だっ
た。好みがある、分かっている場合、もっとも多かったのは普通の高さで、次いで「やや

高め」が17.2％、「やや低め」が14.4％だった。「わからない」「普通」を除くと、枕の
高さの好みは「低め」「やや低め」より「高め」「やや高め」が僅かながら多い傾向がみ

られた。性別で比較すると、男性は高めを好む傾向、女性は低めを好む傾向がみられた。

　年代別で比較すると、10～30代までは、「分からない」という回答の割合が、「普通」
の高さを好む割合を上回っているが、40代以上からは逆転する。40～60代では「普通」の
高さを好む割合が増え、さらに年代が上がるごとに、その傾向は顕著になっている。ま

た、50代と60代では、「低め」「やや低め」を好む割合も、他の年代と比較すると高くな
っている。

　体型別にみると、がっちり体型の人は、「やや高め」「高め」と回答する割合が多かっ

た。（やや高め：22.8％、高め：13.6％）。一方やせ体型では、「やや低め」「低め」と
回答する割合が多かった。細身の体型ほど「低め」「やや低め」を、太めの体型ほど「高

め」「やや高め」を好む傾向がみられた。

　最近では、「高すぎる」枕を使うリスクに注目が集まっている。枕が高すぎると、①呼

吸の制約　②頸椎への負担が懸念される。
①呼吸の制約：高すぎる枕に頭を乗せると、首を過度に曲げる姿勢となり、気道が制約さ

れて呼吸が困難になることがある。これは特に寝ている間に横向きになっている場合に問

題となる。

②頸椎への負担：枕が高すぎると、頭部が不自然な角度に押し上げられて、頸椎に負担が

かかり、長期間使用すると頚椎の問題を引き起こす可能性がある。

特に②については、国立循環器病研究センターの研究チームが、枕の高さが高い人ほど脳

卒中の原因となる「特発性椎骨動脈解離」の発症リスクが高いことを発見した。首が曲が

ることなどで負荷がかかりやすくなり、発症につながる可能性があるという。

３．【04-1】お使いの枕に満足していますか？

‧今使っている枕に満足している人は、わずか約15％。半数以上が不満を持ってい
る。

‧男性よりも女性の方が、不満足の割合が高い。



‧若年層ほど枕の満足度が高く、年代が上がるごとに、枕の満足度は低下してい

く。

　今使っている枕の満足度を聞いたところ、「満足」が4.7％、「やや満足」が10.2％、
「普通」が25.8％と、今の枕に不満がないのは全体の約4割で、半数以上が何らかの不満を
感じていることが分かった。

　性別でみると、女性よりも男性の方が満足傾向が多かった（満足：5.0％、やや満足：1
1.4％、普通：29.4％）。女性は「やや不満」「かなり不満」を合わせると61.8％で、男性
よりも7.6％多い結果だった。
　年代別でみると、10代がもっとも満足度が高く、「満足」「やや満足」「普通」を合わ
せると52.8％。20代以降、年代が上がるごとに満足度は低下傾向にあるが、60代では、満
足度がもっとも低い50代よりも、満足度が若干上がっていた。
　特に40代‧50代は、働き盛りで休息の重要性を感じつつ、身体の不調が増える年代であ

ることから、枕や睡眠に対する期待値が高くなるため、不満傾向が増えることが想定され
る。一方、60代では、ライフスタイルが変わり、心身に余裕が生まれることから、睡眠や
枕に対する充足度が上がってくるのだろうか。



　また、独自のアルゴリズムにより算出された枕の適合度において、枕が合っている人

は、13.8％に留まる。一方、枕が合っていない人は、54.8％と推測される。性別で比較す
ると男性よりも女性、年代別でみると年代が上がるごとに、体型別ではBMI値が高い方
が、枕の適合度が低い傾向がみられた。

　自分自身の感覚による「枕の適合度」と、独自のアルゴリズムにより算出された「枕の

適合度」と比較した場合、自分自身の感覚による「枕の適合度」が低く表れている。これ

は、自分自身の感覚のほうが、枕が合っていないと感じているという結果を表している。

４．【10-1】枕をお使いになられていない一番の理由は？

‧枕を使っていない理由の約3割は、合う枕が見つからないから。
‧枕を使っていない人の約2割は、枕代わりにバスタオルを使っている。
‧10代は、他の年代よりも枕を必要としていない。



　調査01-1で、現在、枕を使っていないと回答した人に、その理由を調査したところ、も
っとも多かったのは「合う枕が見つからない」で32.2％、次いで「バスタオルを枕にして
いる」が23％だった。
　性別でみると、男性よりも女性の方が、バスタオルを枕代わりに使っている割合が多か

った。年代別でみると、10代では「もともと枕を使っていない」割合が他の年代よりも多
い傾向がみられた。また、年代が上がるごとに、バスタオルを枕代わりに使っている割合

が高くなっていた。

　枕を使っていない理由はさまざまある中で「もともと枕を使っていない」は全体の14％
で少数派。自分に合う枕が見つからないから、枕を使っていない人が大半だった。

５．【12-3】枕の素材×枕の満足度

‧「わた」の枕を使っている人の6割以上が、枕の使用感に不満を感じている。
‧満足度の高い素材は「そばがら」と「ジェル」。

‧どの素材を使っている人も、満足傾向よりも不満足傾向の方が高い。



　使っている枕の中素材と満足度の関係性を調査したところ、もっとも不満傾向が多い素

材は「わた」で、「パイプ」と「羽根」が続いた。調査01-2によれば、全体の約25％がわ
たの枕を使っているが、そのうちの6割以上が、不満を感じていることになる。
　一方、満足傾向が多い素材は「そばがら」「ジェル」だった。そばがらは昔ながらの愛

好家がおり、ジェルは体圧分散にすぐれた素材であるため、機能性の高さが満足度につな

がっていると考えられる。

　また、素材により寝心地の違いがあるにも関わらず、どの素材においても「やや不満」

「不満」が半数を超えていることから、素材の特徴や機能性の違いについて、市場に浸透
していないこともうかがえる。

「まくら白書 2024年版」の詳細は、まくら株式会社ホームページにてご確認いただけま
す。

まくら株式会社 ホームページ
https://www.pillow.co.jp/whitepaper/

まくら株式会社 ホームページ

まくら白書 2024年版 の詳細ページへ移動します。
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